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す
る
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
期
計
画
」
と
、「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第

二
項
第
四
号
の
二
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
評
価
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価

委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
号
中
「
又
は
第
三
十
八
条
第
一
項
」
を
「
、
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
三
十
八
条
の
二
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

（
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
第
二
十

六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

可
を
受
け
て
い
る
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法

第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
前
に
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
が
行
っ
た
財
産
の
譲
渡
で
あ
っ
て
、
施
行
日
に
お
い
て
前
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
第
三
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
四
十

六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
府
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
（
金
銭
を
除
く
。）の
譲
渡
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て

文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
施
行
日
に
お
い
て
さ
れ
た
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
政
府
出
資
等
に
係
る
不

要
財
産
の
譲
渡
と
み
な
し
て
、
同
項
か
ら
同
条
第
六
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

二
項
中
「
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
、「
納
付
す
る
も
の
と
す
る
」
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

独
立
行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
、
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
及
び
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
機
構
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え

る
。第

二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
の
二
第
五
項
、
第
四
十
六
条
の
三
第

六
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
条

削
除

附
則
第
十
六
条
中
「
、
第
六
条
第
二
項
中
「
又
は
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
基
金
」
と
あ
る
の
は

「
、
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
基
金
又
は
附
則
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
衛
星
放
送
受
信
対
策
基
金

（
以
下
「
受
信
対
策
基
金
」
と
い
う
。）」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
基
金
」

と
あ
る
の
は
「
、
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
基
金
又
は
受
信
対
策
基
金
」
と
」
を
削
り
、「
、
一
般
勘
定
に

係
る
出
資
（
受
信
対
策
基
金
に
係
る
出
資
を
除
く
。）及
び
受
信
対
策
基
金
に
係
る
出
資
」
を
「
及
び
一
般
勘
定
に
係

る
出
資
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
七
条

削
除

（
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
又
は
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
財
産
若
し
く

は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
重
要
な
財
産
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
府
出
資
等
に
係
る
不

要
財
産
又
は
通
則
法
」
に
、「
の
重
要
な
財
産
」
を
「
に
規
定
す
る
重
要
な
財
産
」
に
改
め
、「
第
三
十
条
第
一
項
」
の

下
に
「
、
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
又
は
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
財
産
若
し
く

は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
重
要
な
財
産
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
府
出
資
等
に
係
る
不

要
財
産
又
は
通
則
法
」
に
、「
の
重
要
な
財
産
」
を
「
に
規
定
す
る
重
要
な
財
産
」
に
改
め
、「
第
三
十
条
第
一
項
」
の

下
に
「
、
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
研
究
機
構
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を

加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
出
資
の
払
戻
し
に
伴
う
納
付
の
特
例
）

第
十
四
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
三
項
に
規
定
す
る
帳
簿
価
額
を
超
え
る
額
が
あ
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
当
該
請
求
を
し
た
地
方
公

共
団
体
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
金
額
に
つ
い
て
当
該
地
方
公
共
団
体
に
納

付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
財
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
認
可
を
受
け
た
金
額
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

財
務
大
臣
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
省
の
独

立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
五
条

独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
に
つ
い
て
、
附
則
第
三
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
同
条
中
「
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
除
く
。）又
は
新
法
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
民
間
等
出
資

に
係
る
不
要
財
産
（
金
銭
を
除
く
。）」
と
、「
同
条
第
二
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
新
法
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
の
」

と
、「
不
要
財
産
の
」
と
あ
る
の
は
「
不
要
財
産
の
譲
渡
又
は
新
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
民
間
等

出
資
に
係
る
不
要
財
産
の
」
と
、「
同
項
か
ら
同
条
第
六
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
新
法
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
か

ら
第
六
項
ま
で
又
は
新
法
第
四
十
六
条
の
三
及
び
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
日
本
万

国
博
覧
会
記
念
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
四
条
の
二
」
と
、「
同
条
第
二
項
中
」
と
あ
る
の

は
「
新
法
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
中
」
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基
金
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

独
立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
信
用
基
金
は
」
の
下
に
「
、
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
国
庫
へ
の
納
付
又
は
通
則
法
第
四
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
払
戻
し
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を

加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
の
二
第
五
項
、
第
四
十
六
条
の
三
第
六

項
」
を
加
え
る
。
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